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アメリカ合州国の憲法制定・改正・解釈の通
史を知ることができた。

まずは合州国が憲法によって建国されたこ
と，すなわち生い立ちの異なる 13 の州が結束
して独立戦争を戦い，合州国という統一国家を
作るためには「憲法」という横串により「国の
容」を定める必要があったこと，また急速に変
転する国際環境や国内情勢のなかで合州国が存
続するためには，「国の容」を変化させなけれ
ばならなかったこと，その重要部分は憲法解釈

の変更によってなされたこと，ある時には大統
領，または合州国議会や各州議会，さらには合
州国最高裁判所判事が解釈変更の主導者だった
ことなどを通じて，人造国家である合州国の統
治は憲法の運用と表裏一体だったことが理解で
きた。

翻って日本の場合は米国とは対極的である。
二千年の歴史の中で「日本国」は自成した。米
国の指導者達は，憲法制定という形で合州国の
骨組みを作り上げなければならなかったが，日
本の場合は荒海に守られた安全な島国という地
勢の下で，長い時間を通じて日本人，日本文化
と日本という国土が形成された。日本の場合，
憲法はすでに存在している文化的地理的統一体
に西欧流の国民国家の形と国民意識を与えるも
のだったように思える。

日本の憲法論議が国の安全保障という死活的
な現実から遊離し「憲法学者の」，「憲法学者に
よる」，「憲法学者の為の」神学論争に終始して
すまされている根源はここにあるのだと思い当
たる。

明治憲法は 50 年以上一度も改定されること
なく敗戦により消滅し，現憲法は一言一句の改
定もなく 70 年を経ている。今日進行しつつあ
る安全保障環境の劇的変化に対応するための現
実的解釈すら認めない憲法学者たちの議論は，
戦前の天皇機関説を巡る硬直した議論に似てい
るという著者の感想を読みながら，現代日本の
憲法学者も大日本帝国の時のように滅びなけれ
ば目が覚めないのではないかという危惧を覚え
た。

（かさい よしゆき）
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